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山
本
委
員
長
は
開
会
あ
い

さ
つ
で
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
の
声
を
あ

げ
よ
う
」、「
コ
ロ
ナ
禍
で
の

組
合
員
の
暮
ら
し
と
仕
事
を

守
る
運
動
を
進
め
て
い
く
た

め
に
も
組
織
拡
大
に
取
り
組

も
う
」
「
区
民
不
在
の
大
型

開
発
を
や
め
さ
せ
仲
間
の
仕

事
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
に

も
、
一
斉
地
方
選
挙
で
審
判

を
下
そ
う
」と
述
べ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
広
が

る
格
差

つ
づ
い
て
来
賓
あ
い

さ
つ
で
は
本
部
・
石
川

副
委
員
長
、
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
豊
島
支
部
の
桒
山
浩
司

副
委
員
長
を
は
じ
め
共
闘
団

体
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
小
林
書
記

長
が
基
調
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
2
0
2
2
年
度
の
活
動

と
し
て
、
板
橋
区
へ
の
要
求

実
現
の
取
り
組
み
、
社
会
保

障
運
動
、
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

と
対
策
へ
の
取
り
組
み
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る
相

談
活
動
、
組
織
活
動
・

拡
大
強
化
、
長
年
要
望

し
て
き
た
防
災
協
定
の

締
結
や
、
ア
ス
ベ
ス
ト

関
連
の
陳
情
採
択
な
ど

運
動
の
積
み
重
ね
に
よ

り
実
現
し
た
成
果
に
つ

い
て
確
信
を
深
め
よ
う

と
報
告
し
ま
し
た
。

地
域
振
興
・
産
業

振
興
を
す
す
め
る

板
橋
区
政
へ

2
0
2
3
年
度
の
重
点
課

題
と
し
て
、
地
域
振
興
・
産

業
振
興
を
め
ざ
し
た
板
橋
区

政
へ
の
運
動
、
公
契
約
条
例

制
定
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
復
活
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
地
域
建
設
業
界
と
の

連
携
を
強
め
、
後
継
者
の
育

つ
建
設
産
業
の
再
生
を
め
ざ

す
取
り
組
み
、
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
勝
利
と
、
ア
ス
ベ

ス
ト
か
ら
区
民
の
命
を
守
る

運
動
、
住
宅
デ
ー
運
動
、
社

会
保
障
拡
充
、
消
費
税
を
5

％
へ
戻
す
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の

中
止
、
憲
法
平
和
課
題
、
組

織
強
化
の
取
り
組
み
な
ど
を

提
案
し
ま
し
た
。

決
算
報
告
、
2
0
2
3
年

度
予
算
案
を
須
賀
財
政
部
長

が
提
案
し
ま
し
た
。

昼
食
休
憩
時
に
は
本
部
制

作
の
「
要
求
実
現
ア
ク
シ
ョ

ン
・
選
挙
に
行
こ
う
」
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
、
参
加
者
は
8
つ

の
分
科
会
に
分
か
れ
て
各
専

門
部
の
議
案
に
つ
い
て
の
議

論
を
深
め
ま
し
た
。

再
開
さ
れ
た
本
会
議
で
功

労
者
を
は
じ
め
、
大
会
表
彰

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
各
分

科
会
か
ら
の
報
告
を
行
い
、

質
疑
応
答
の
後
、
新
年
度
の

方
針
と
予
算
を
採
択
し
ま
し

た
。仲

間
の
切
実
な
要
求

実
現
を
目
指
し
て

2
0
2
3
年
度
の
新
支
部

役
員
を
選
出（
表
）し
、「
労

働
組
合
の
原
点
に
立
ち
返

り
、
群
会
議
の
充

実
と
訪
問
対
話
で

組
織
強
化
を
図

り
、
憲
法
に
基
づ

く
平
等
の
も
と
、

理
論
的
な
運
動
を
仲
間
と
共

に
実
践
し
、
諸
要
求
実
現
の

た
め
に
邁
進
し
よ
う
」
と
い

う
決
意
の
も
と
、
仲
間
の
切

実
な
諸
要
求
の
実
現
の
た
め

に
団
結
し
奮
闘
す
る
、
と
の

第
67
回
大
会
宣
言
を
採
択
し

ま
し
た
。
次
に
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
提
案
・
採
択
し
、
参

加
者
全
員
で
「
団
結
が
ん
ば

ろ
う
」
を
行
い
、
大
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

板
橋
支
部
第
67
回
定
期
大
会
を
4
月
9
日
に
板
橋
区

立
文
化
会
館
・
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
昨
年
同
様
、
代
議
員
数
を
減
ら
し

て
開
催
、
役
員
・
代
議
員
1
1
1
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
本
部
、
共
闘
団
体
か
ら
30
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

執
行
委
員
長

山
本
清
志
（
舟
渡
高
島
）

副
執
行
委
員
長

須
賀

朗
（
大
山
）

追
川
春
夫
（
徳
丸
）

書
記
長

小
林

宙
（
徳
丸
）

書
記
次
長

穴
澤
秀
康
（
前
野
中
台
）

森
千
恵
子
（
書
記
局
）

竹
腰
隆
樹
（
書
記
局
）

晝
間
弘
之
（
書
記
局
）

常
任
執
行
委
員

村
松
久
誌
（
氷
川
）

林
賢
二
郎
（
舟
渡
高
島
）

下
山
金
光
（
徳
丸
）

吉
田
広
基
（
徳
丸
）

服
部
里
美
（
新
赤
塚
）

丸
谷
智
輝
（
上
赤
成
増
）

執
行
委
員

菅
野
富
士
夫
（
大
山
）

三
冨

大
（
大
山
）

瀧
口
和
浩
（
仲
宿
）

佐
藤
剛
史
（
仲
宿
）

松
本
和
久
（
大
谷
口
）

小
林
英
俊
（
大
谷
口
）

山
下
和
成
（
大
谷
口
北
）

雨
宮

譲
（
大
谷
口
北
）

峰
岸
浩
一
（
中
央
）

岸
本
守
生
（
中
央
）

成
瀬
晃
一
（
氷
川
）

柳
本
信
男
（
氷
川
）

花
輪

正
（
若
木
）

松
原

睦
（
若
木
）

遠
藤

真
（
志
村
坂
上
）

吉
田
武
司
（
志
村
坂
上
）

鈴
木
秀
和
（
前
野
中
台
）

井
上
光
明
（
前
野
中
台
）

加
賀
幸
治
（
坂
下
）

井
上
恵
司
（
坂
下
）

坂
本
雄
一
郎
（
蓮
根
）

森
山
弘
明
（
蓮
根
）

小
野
寺
浩
之
（
舟
渡
高
島
）

喜
本
勝
巳
（
舟
渡
高
島
）

小
貫
勝
紀
（
徳
丸
）

髙
橋
邦
尚
（
徳
丸
）

綿
貫
勝
則
（
新
赤
塚
）

杉
浦
章
浩
（
新
赤
塚
）

寺
澤
伸
一
（
上
赤
成
増
）

丸
谷
良
行
（
上
赤
成
増
）

堀
内
隆
志
（
事
業
所
）

馬
場
弘
樹
（
事
業
所
）

会
計
監
査

鎗
井
恵
美
子
（
大
山
）

大
場

聡
（
志
村
坂
上
）

大
平
友
美
（
徳
丸
）

常
任
執
行
委
員
待
遇

高
瀬
佳
江（
女
性
の
会
会
長
）

執
行
委
員
待
遇

菊
池
斗
亜（
青
年
部
書
記
長
）

金
井
設
男
（
イ
キ
イ
キ
会
会

長
）

鈴
木
ア
ナ
リ
ン
（
女
性
の
会

事
務
局
長
）

住宅デーは地域の住民に待たれている東京土
建の行事です。
住宅デーポスター貼りやチラシ配布も取り

組まれています。企画も包丁研ぎと住宅相談
中心に行い、新型コロナ感染防止対策を行っ
て開催します。仲間のみなさんのご協力をお
願いします。

支部へ電話して下さい☎3963―5325

内容…実務的な内容や「どうする」な
ど、制度の基本を正しく理解すること
を目的とします。

今
年
の
メ

ー
デ
ー
は
、

薄
曇
り
で
暑

く
も
な
く
寒

く
も
な
い
絶

好
の
集
会
日

和
と
な
っ
た

▼
集
会
で
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ

や
組
合
結
成
で
、
自
分
た
ち

で
要
求
実
現
を
勝
ち
取
っ
た

人
た
ち
が
次
々
と
経
験
報

告
、決
意
表
明
が
相
次
い
だ
。

回
転
ず
し
大
手
の
ス
シ
ロ
ー

で
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の

賃
上
げ
を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ

キ
を
実
施
し
た
労
働
者
は
大

学
2
年
生
▼
非
正
規
労
働
が

拡
大
す
る
中
、
立
ち
上
が
っ

た
人
た
ち
の
輪
が
宮
城
や
徳

島
の
主
婦
パ
ー
ト
に
ま
で
広

が
っ
て
い
っ
た
様
子
が
イ
キ

イ
キ
と
語
ら
れ
、
集
会
全
体

を
励
ま
す
力
強
い
発
言
と
な

っ
た
▼
い
ま
、
イ
ン
ボ
イ
ス

や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
強
要
な

ど
、
私
た
ち
の
く
ら
し
や
仕

事
を
脅
か
す
動
き
が
国
会
内

の
「
数
の
力
」
で
ご
り
押
し

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
周

到
に
「
何
を
や
っ
て
も
決
ま

っ
た
も
の
は
変
え
ら
れ
な

い
」
と
、
必
要
に
あ
き
ら
め

を
刷
り
込
も
う
と
し
て
い
る

▼
わ
た
し
た
ち
の
力
は
、
そ

れ
ほ
ど
に
恐
れ
ら
れ
て
い

る
。
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小

さ
く
て
も
、
み
ん
な
で
寄
せ

あ
え
ば
大
き
な
力
に
な
る
。

憲
法
だ
っ
て
言
っ
て
い
る

「
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障

す
る
自
由
及
び
権
利
は
、
国

民
の
不
断
の
努
力
に
よ
つ

て
、
こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
。

住宅デー会場一覧
住所

板橋区大山東町44―8
板橋区仲宿32―7
板橋区小茂根4―16
板橋区大谷口北町79―5
板橋区常盤台3―15
板橋区東新町1―27―8
板橋区若木1―24
板橋区志村1―21
板橋区前野町2―48
板橋区志村2―17
板橋区蓮根2―11
板橋区高島平8―24
板橋区徳丸1―42
板橋区赤塚1―7―9
板橋区成増3―4
板橋区双葉町36―6

会場
都税事務所前
仲宿ふれあい広場
小茂根4―16遊び場
大谷口北町宮ノ下公園
水久保公園
緑ヶ丘第一公園
若木原公園
志村第三公園
けやきの公園
志村城山公園
蓮根公園
徳丸が原公園
西徳第一公園
中田出世稲荷神社
成増公園
板橋支部事務所

分会名
大 山
仲 宿
大 谷 口
大谷口北
中 央
氷 川
若 木
志村坂上
前野中台
坂 下
蓮 根
舟渡高島
徳 丸
新 赤 塚
上赤成増
事 業 所

第
67
回
支
部
定
期
大
会
開
催

第
67
回
支
部
定
期
大
会
開
催

群
会
議
を
基
礎
に

大
衆
的
な
運
動
を
地
域
か
ら

2
0
2
3
年
度
板
橋
支
部
役
員（
敬
称
略
）

2
0
2
3
年
度
板
橋
支
部
役
員（
敬
称
略
）

あいさつする
山本委員長

まずは正しく理解しましょう
インボイス学習会【予約制】

《参加無料》あーちぷらざ（板橋支部
会館）にて

税金対策部会でのつぶやき

6月9日（金）夜7：30

長年支部役員
として奮闘さ
れた野崎さん

包丁研ぎなどの奉仕活動、無料住宅相
談会・耐震相談会など

住宅デー住宅デー

〔後援〕板橋区、板橋区教育委員会、板橋区社会福
祉協議会、医療法人財団健康文化会

（終了時間は会場によって異なります）
6月11日（日）午前10時～

大会を支えた運営委員のみなさん

区内16会場で開催（予定）

福祉とまちづくりで
地域に奉仕
福祉とまちづくりで
地域に奉仕

東京都豊島区西池袋5－22－15
※板橋〈3963〉5 3 2 5

電話 練馬〈3825〉5 5 2 2
北〈5390〉6 0 2 1
豊島〈3986〉2 4 7 1

発行人 代表者 川合 正人
発行日 1日、9日、17日、25日

東京土建一般労働組合
城北ブロック会議

発 行 所

定
価
30
円

（
購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

）
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賃
金
対
策
部
で
は
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
の
レ
ベ
ル

判
定
が
進
ん
で
い
な
い
問
題

に
つ
い
て
討
論
し
、
町
場
で

の
浸
透
に
つ
い
て
も
課
題
と

し
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
麻
布
台
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
現
場
環
境
の
告
発

な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

労
働
対
策
部
で
は
、
経
済

的
・
精
神
的
な
影
響
か
ら
組

合
員
を
守
る
と
り
く
み
に
つ

い
て
、
「
様
子
が
お
か
し
い

人
が
い
た
ら
、
声
掛
け
す
る

こ
と
が
大
事
だ
」
と
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ス

ベ
ス
ト
裁
判
・
助
成
金
・
現

場
の
安
全
対
策
・
職
業
病
健

診
へ
の
要
望
な
ど
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

仕
事
対
策
部
で
は
長
年
実

現
し
な
か
っ
た
防
災
協
定
が

締
結
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

質
問
が
出
さ
れ
、
災
害
救
助

隊
の
取
り
組
み
と
、
粘
り
強

く
板
橋
区
へ
要
請
行
動
を
積

み
重
ね
、
担
当
課
長
が
変
わ

っ
た
こ
と
も
転
機
と
な
り
実

現
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

技
術
対
策
部
で
は
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
現
状
で
は
ゴ
ー
ル

ド
カ
ー
ド
で
も
賃
金
に
は
反

映
さ
れ
て
い
な
い
問
題
が
報

告
さ
れ
、
将
来
実
現
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題

と
し
て
確
認
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
大
会
参
加
者
は
8
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
分
野
別
に
討
議
し
ま
し
た
。

「
積
極
的
な
意
見
が
出
て
と
て
も
良
か

っ
た
」
（
上
赤
成
増
分
会
）
、
「
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
の
事
が
理
解
で
き
た
の
で
、
組

合
員
に
伝
え
た
い
」
（
新
赤
塚
分
会
）
、

「
群
会
議
の
話
題
を
少
し
ず
つ
で
も
取
り

入
れ
た
い
。
女
性
の
会
・
イ
キ
イ
キ
会
の

役
員
選
出
も
す
す
め
た
い
」（
坂
下
分
会
）

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
2
つ

の
専
門
部
の
議
案
を
討
議
し
た
分
科
会
の

参
加
者
か
ら
は
「
意
見
が
多
く
出
さ
れ
て

よ
か
っ
た
が
タ
イ
ム
オ
ー
バ
ー
で
深
い
中

身
ま
で
議
論
で
き
な
か
っ
た
」
（
徳
丸
分

会
）
、
「
議
題
が
多
く
時
間
が
も
う
少
し

必
要
だ
と
思
っ
た
」
（
大
山
分
会
）
な
ど

の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

社
会
保
障
対
策
部
で
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
登
録
と
保
険

証
廃
止
問
題
が
議
論
に
な

り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
健
康
保
険
の
登
録
が
な
い

と
医
療
費
が
高
く
な
る
。
こ

の
ま
ま
で
は
土
建
国
保
の
存

続
も
危
う
い
た
め
、
保
険
証

廃
止
阻
止
の
運
動
の
重
要
性

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

税
金
対
策
部
で
は
、
「
取

引
先
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
の
登

録
を
求
め
ら
れ
た
。
今
後
が

不
安
」
と
の

意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス

廃
止
に
向

け
、
ま
ず
は

再
延
期
さ

せ
、
廃
止
を

目
指
す
運
動

を
進
め
て
い

る
、
焦
っ
て

登
録
を
し
な

い
よ
う
に
と

提
起
さ
れ
ま

し
た
。

財
政
部
で
は
、
役
員
手
当

の
統
一
に
向
け
、
分
会
の
組

織
数
に
よ
る
分
会
財
政
へ
の

影
響
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
手
当
の
統

一
を
し
て
も
、
分
会
財
政
が

ひ
っ
迫
し
な
い
よ
う
、
新
年

度
の
早
い
時
期
か
ら
財
政
部

会
で
検
討
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
新

し
い
群
長
・
群
会
計
の
選
出

に
つ
い
て
「
急
に
お
願
い
す

る
と
断
ら
れ
る
が
、
当
番
だ

か
ら
と
声
掛
け
を
続
け
『
当

番
な
ら
』
と
引
き
受
け
て
く

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
の

経
験
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

財
政
部
議
案
・
予
算
は
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

組
織
部
で
は
、
ま
ず
群
会

議
の
開
催
に
つ
い
て
「
一
人

で
一
つ
の
群
を
担
当
す
る
と

会
計
と
署
名
に
追
わ
れ
て
し

ま
う
」
、
と
い
う
悩
み
が
出

さ
れ
「
い
く
つ
か
の
群
が
セ

ン
タ
ー
で
一
緒
に
群
会
議
を

し
て
い
る
と
助
け
合
っ
て
運

営
で
き
る
」
な
ど
の
経
験
を

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
組
織
拡
大
に
つ
い

て
、
短
期
加
入
へ
の
対
応
や

脱
退
防
止
に
つ
い
て
討
論
し

ま
し
た
。

イ
キ
イ
キ
会
、
女
性
の
会

の
方
針
提
案
も
行
わ
れ
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
・
企
画
に
工
夫
し
て
取
り

組
み
、
行
動
参
加
者
を
増
や

し
、
組
織
増
勢
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

マイナンバーもインボイスも
課題山積

厚
生
文
化
部
で
は
議
案
の

提
案
の
後
、
新
年
度
は
分
会

餅
つ
き
大
会
を
再
開
し
た

い
、
援
助
金
に
つ
い
て
も
元

に
戻
し
て
ほ
し
い
と
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
前

年
度
延
期
さ
れ
た
土
建
ま
つ

り
に
つ
い
て
、
ど
う
し
た
ら

人
が
集
ま
る
か
意
見
交
換
し

ま
し
た
。
自
転
車
保
険
の
議

論
で
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
義
務

化
に
伴
う
対
応
の
変
更
な
ど

質
問
が
出
さ
れ
、
制
度
へ
の

理
解
を
深
め
ま
し
た
。
ど
け

ん
火
災
共
済
推
進
な
ど
の
共

済
運
動
を
仲
間
に
広
げ
て
い

こ
う
と
の
厚
生
文
化
部
の
議

案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
宣
伝
部
は
議
案
の
提

案
後
、
群
長
学
校
の
名
称
に

つ
い
て
議
論
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
分
会
新
聞
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
の
分
会

6
役
対
象
の
教
宣
学
校
に
つ

い
て
、
以
前
は
実
践
的
な
記

事
書
き
な
ど
も
行
っ
て
い

た
。
大
変
だ
け
れ
ど
も
勉
強

に
な
る
な
ど
意
見
が
出
さ

れ
、
新
年
度
は
実
務
的
な
こ

と
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
こ

う
と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。組

合
員
に
読
ま
れ
る
分
会

紙
作
り
を
進
め
る
た
め
に
、

記
事
の
書
き
方
、
取
材
の
仕

方
、
割
り
付
け
な
ど
学
習
を

進
め
、
よ
り
多
く
の
人
に
読

ま
れ
る
、
読
み
や
す
い
紙
面

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

後
継
者
対
策
部
で
は
志
村

坂
上
分
会
か
ら
、
「
バ
ス
ハ

イ
ク
の
参
加
者
か
ら
次
年
度

の
役
員
を
引
き
受
け
て
く
れ

る
人
が
出
た
こ
と
が
成
果

だ
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
後
継
者
対
策
部
で
は
、

新
し
い
仲
間
が
気
軽
に
部
会

に
参
加
で
き
る
よ
う
副
部
長

の
選
出
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。「
ど
ち
ら
か
で
は
な
く
、

ど
ち
ら
も
同
じ
よ
う
に
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
改

め
て
確
認
し
ま
し
た
。ま
た
、

女
性
の
会
と
の
合
同
企
画
に

つ
い
て
も
次
年
度
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
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賃
金
・
労
働

賃
金
・
労
働

社
会
保
障
・
税
金

社
会
保
障
・
税
金

厚
生
文
化

厚
生
文
化

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、

現
場
環
境
改
善
や

職
業
病
健
診
な
ど

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
健
康

保
険
一
元
化
問
題
・
イ

ン
ボ
イ
ス
な
ど

分
会
餅
つ
き
大
会
を
行

え
る
よ
う
に
、
土
建
ま

つ
り
成
功
に
向
け
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教
育
宣
伝
・

学
習
制
度
化

教
育
宣
伝
・

学
習
制
度
化
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新年度もみんなでガンバロー

新
聞
作
り
の工

夫
を
交
流

組
織
・
イ
キ
イ
キ

会
・
女
性
の
会

組
織
・
イ
キ
イ
キ

会
・
女
性
の
会
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群
会
議
の
充
実
・

組
織
増
勢
目
指
し
て

第67回
支部
定期大会

第67回
支部
定期大会
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後
継
者
・
青
年

後
継
者
・
青
年

新
し
い
役
員
の
発
掘
を

進
め
、
女
性
の
会
と
も

共
同
の
と
り
く
み
を
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仕
事
・
技
術

仕
事
・
技
術

財

政

財

政

組織を強化し実増めざし
経験交流

防
災
協
定
に
確
信
を
深

め
、
住
宅
デ
ー
成
功
に

向
け
意
思
統
一

役
員
手
当
の
統
一
と
分

会
還
元
金
の
支
給
基
準

見
直
し
を
討
議
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5
月
1
日
、第
94
回
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
2
0
0
カ
所
以
上
の
会
場
で
開
か
れ
、
物
価
高
騰

分
を
上
回
る
大
幅
賃
上
げ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
原
発

ゼ
ロ
社
会
の
実
現
、
9
条
改
憲
反
対
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

群
長
学
校
を
4
月
25
日
、
板
橋
区
立
文
化
会

館
大
会
議
室
で
開
催
し
、
1
0
1
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
本
部
か
ら
小
番
書
記
長
を
招
い
て
、

「
群
・
分
会
が
果
た
し
て
い
る
役
割
」
「
ど
ん

な
情
勢
下
で
の
組
合
活
動
な
の
か
」
「
認
め
合

え
る
組
織
づ
く
り
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
を
今
年
度

か
ら
教
宣
部
長
に
な
っ
た
綿

貫
常
任
執
行
委
員
が
行
い
、

「
東
京
土
建
は
仲
間
の
仕
事

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
闘

う
労
働
組
合
で
す
。
仲
間
の

仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
、
学
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
ご
一
緒

に
学
習
し
ま
し
ょ

う
」
と
述
べ
ま
し

た
。山

本
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
小
番
書
記

長
が
「
い
き
い
き
と
し
た
組

合
役
員
の
活
動
に
向
け
」
と

題
し
講
演
し
ま
し
た
。

組
合
に
加
入
し
て
2
年
目

の
仲
間
か
ら
は
「
大
変
説
得

力
の
あ
る
話
し
方
が
印
象

的
」
、
昨
年
か
ら
分
会
長
に

な
っ
た
仲
間
か
ら
は
「
わ
か

り
や
す
い
説
明
で
、
話
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
」
、
3
回
以

上
の
仲
間
か
ら
は
、
「
や
っ

て
も
変
わ
ら
な
い
で
は
な

く
、
や
ら
な
け
れ
ば
変
わ
ら

な
い
は
、確
か
に
そ
の
通
り
」

「
土
建
の
あ
り
か
た
を
再
認

識
し
た
」
「
声
掛
け
の
大
切

さ
を
感
じ
た
」
「
す
ぐ
に
結

果
が
出
な
く
て
も
地
道
な
活

動
を
持
続
し
て
続
け
る
こ
と

を
心
掛
け
た
い
」
と
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し

た
。

東
京
・
代
々
木
公
園
の
中

央
メ
ー
デ
ー
は
、
4
年
ぶ
り

に
人
数
制
限
な
し
で
開
催
さ

れ
、
1
5
0
0
0
人
（
主
催

者
発
表
）
が
現
地
参
加
し
ま

し
た
。
東
京
土
建
か
ら
は
1

1
1
2
人
（
板
橋
支
部
か
ら

は
64
人
）が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
9
時
30
分
か
ら
合
唱

な
ど
文
化
行
事
が
ス
テ
ー
ジ

で
は
じ
ま
り
、
10
時
か
ら
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
費
税
を
下
げ
て
賃

金
を
あ
げ
ろ
と
ア
ピ

ー
ル板

橋
支
部
で
は
、
青
年
部

・
後
継
者
対
策
部
が
4
年
ぶ

り
に
メ
ー
デ
ー
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
制
作
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
消
費
税

を
下
げ
て
賃
金
を
あ
げ

ろ
」
。
特
大
の
ハ
ン
マ
ー
を

振
り
下
ろ
す
と
、
消
費
税
の

垂
れ
幕
が
下
が
り
、
賃
金
の

垂
れ
幕
が
上
が
る
と
い
う
仕

組
み
。
制
作
中
試
行
錯
誤
が

行
わ
れ
、
当
日
は
人
力
稼

働
、
大
変
な
重
労
働
と
な
り

ま
し
た
。
デ
モ
行
進
し
た
仲

間
に
は
、
プ
ラ
カ
ー
ド
だ
け

で
な
く
、
手
作
り
の
ハ
リ
セ

ン
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ら
ぬ
「
ジ
ャ
ン
ボ
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
」を
持
っ
て
も
ら
い
、

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
紐
づ
け

や
め
ろ
」
と
真
っ
二
つ
に
折

る
と
い
う
趣
向
で
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
今
回
の
板
橋
支

部
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

「
奨
励
賞
」と
な
り
ま
し
た
。

表
参
道
で
ア
ピ
ー
ル

式
典
終
了
後
、
代
々
木
公

園
か
ら
表
参
道
を
通
り
、
青

山
通
り
ま
で
デ
モ
行
進
し
ま

し
た
。
横
断
幕
や
プ
ラ
カ
ー

ド
を
掲
げ
、
沿
道
の
市
民

に
、
「
ロ
シ
ア
は
戦
争
を
辞

め
ろ
」
「
憲
法
9
条
を
守
ろ

う
」
「
働
く
も
の
の

団
結
で
生
活
と
権
利

を
守
り
、
平
和
と
民

主
主
義
、
中
立
の
日

本
を
め
ざ
そ
う
」
な

ど
を
訴
え
ま
し
た
。

今
年
の
メ
ー
デ
ー
は

久
し
ぶ
り
に
多
く
の

仲
間
が
参
加
し
、
分

会
を
超
え
て
「
久
し

ぶ
り
」
「
元
気
に
し

て
い
た
か
」
な
ど
楽

し
そ
う
な
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
ま
た
初

め
て
参
加
し
た
仲
間
は
「
こ

ん
な
に
た
く
さ
ん
集
ま
る
と

は
驚
い
た
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

メ
ー
デ
ー
に
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し

た
。

利
用
し
た
の
は
、
メ
タ
ボ

予
備
軍
だ
と
本
部
か
ら
通
知

が
来
た
の
が
き
っ
か
け
。
ち

ょ
う
ど
仕
事
も
空
い
て
い
た

し
受
け
て
み
る
か
と
、
病
院

に
予
約
し
ま
し

た
。ま

ず
は
、
健

診
結
果
を
見
な

が
ら
、
ど
ん
な

こ
と
な
ら
無
理
な
く
で
き
る

か
、
目
標
を
決
め
ま
す
。
あ

ま
り
大
変
な
こ
と
を
言
わ
れ

て
も
続
け
ら
れ
な
い
の
で
、

最
初
の
打
ち
合
わ
せ
が
肝
心

で
す
。
「
俺
は
タ
バ
コ
は
絶

対
や
め
ら
れ
な
い
よ
」
な
ど

な
ど
。

特
定
保
健
指
導
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
て
良
か
っ
た
の

は
、
意
識
的
に
休
肝
日
を
取

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で

す
。
ご
は
ん
茶
碗
も
ど
ん
ぶ

り
か
ら
、
通
常
の
男
性
用
の

茶
碗
に
変
え
、
朝
昼
し
っ
か

り
食
べ
て
夜
は
減
ら
し
た
こ

と
で
、
朝
、
お
腹
が
す
い
て

起
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。体

重
が
5
〜
6
キ
ロ
減

り
、
「
結
構
落
ち
る
も
ん
だ

な
」
と
感
心
し
ま
し
た
。
や

っ
て
み
る
と
言
う
ほ
ど
大
変

で
は
な
く
、習
慣
化
出
来
て
、

や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
と
重
症
化
予
防
の
た

め
に
、
健
康
診
断
だ
け
で
な
く
特
定
保
健
指
導
の
実
施

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
健
康
診
断
受
診
後
、
対
象
の
方
に

は
国
保
組
合
か
ら
案
内
が
届
き
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
を
利
用
し
た
蓮
根
分
会
の
坂
本
分
会

長
か
ら
感
想
を
寄
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

元
気
に
デ
モ
行
進

働
く
も
の
の
団
結
で
生
活
と
権
利
を
守
り
、

平
和
と
民
主
主
義
、中
立
の
日
本
を
め
ざ
そ
う

利用者にはクオカード3千円進呈利用者にはクオカード3千円進呈

第94回メーデー第94回メーデー

心も体もすっきり！心も体もすっきり！

消
費
税
を
た
た
く
!!
人
力
で
す

特定保健指
導を受けた
坂本さん

特
定
保
健
指
導
を
利
用
し
よ
う
!!

特
定
保
健
指
導
を
利
用
し
よ
う
!!

参
加
し
た
仲
間

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

「いきいきとした組合役員の活動に向け」

群長学校を
開 催

群長学校を
開 催

講演する本部
小番書記長
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今
年
も
こ
の
季
節
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
！

そ
う
で
す
！
さ
く
ら
ん
ぼ

の
季
節
で
す
！

で
す
が
残
念
な
が
ら
、
今

年
は
少
雪
で
気
温
が
高
め
に

進
ん
だ
の
で
、
さ
く
ら
ん
ぼ

の
花
の
開
花
が
例
年
よ
り
10

日
程
度
早
く
な
り
ま
し
た
。

生
育
が
早
く
進
ん
だ
お
か
げ

（
？
）
で
霜
の
被
害
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

霜
の
被
害
と
言
え
ば
、
一

昨
年
の
被
害
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
一
昨
年
は
果
物
の
種

類
に
関
わ
ら
ず
、
収
穫
量
が

半
分
以
下
と
い
う
惨
劇
で
し

た
。

今
年
は
そ
こ
ま
で
の
被
害

で
は
無
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
被
害
が
大
き
い
園
地
で

は
さ
く
ら
ん
ぼ
の
花
の
被
害

が
7
割
に
な

る
と
こ
ろ
も

あ
る
そ
う
で

す
。
そ
う
い

っ
た
中
で

も
、
人
工
授

粉
や
ミ
ツ
バ

チ
の
導
入
な

ど
、
結
実
に

向
け
て
の
努

力
は
最
大
限

し
て
い
き
ま

す
。最

近
は
異

常
気
象
が
普
通
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
な
か
な
か
毎
年

同
じ
管
理
と
は
い
か
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
よ
り
い
い
農
産
物
を
消
費

者
の
方
々
に
届
け
ら
れ
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

東京都は2020年4月より自転車保険
の加入を条例で義務化しました。
自転車は子どもから高齢者までが乗

る乗り物であり、誰もが事故を起こし
てしまう危険があります。相手に損害
を与えた場合の損害賠償に備える保険
が必要です。
東京土建の自転車保険は家族型で賠

償事故2億円までの補償、個人型で1
億円までの補償です。年間掛金は家族
型4500円、個人型2500円です。未加入の
方は東京土建の自転車保険に加入しま
しょう。

調査資格を取得したみなさん
から「書類作成が複雑で具体的
な作業がわからない」といった
問い合わせに応え、東京都連で
「事前調査用エクセルシート」
を作成しました。基本情報の入
力から報告書、掲示用シート、
Ｇビズまで網羅しています。組
合員限定で提供しますので、必
要なみなさんはお問い合わせく
ださい（03－3963－5325）

【日時】6月17日（土）
【場所】グリーンホール1階ホ
ール（板橋区栄町36－1）
【内容】基本健診、乳がん検診
（マンモグラフィー、40歳未満
はエコー検査）、子宮頸がん検
診、大腸がん検診、腹部エコー
※オプションのみの受診はで

きません。
【受診対象者】女性組合員及び
土建国保に加入されている18歳

以上の家族被保険者
【定員】100人
【費用】土建国保に加入してい
る方もしくは組合員の方は基本
健診無料。乳がん検診、大腸が
ん検診、腹部エコーは各1，000
円、子宮頸がん検診500円。
【申し込み締切】6月2日（金）
定員に達し次第締め切ります。
問い合わせ先／東京土建板橋支
部 ＴＥＬ 03－3963－5325

求

人

○
斫
り
工
・
解
体
工

社
員

等
2
人
／
㈲
カ
ミ
ヤ
マ
工
務

店
／
神
山
要
三
・
徳
丸
分
会

☎
0
9
0
―
8
1
1
2
―
8

0
9
1
／
見
習
い
可

○
建
築
施
工
管
理
技
士
・
土

木
施
工
管
理
技
士
・
電
気
工

事
現
場
管
理

社
員
等
2
人

／
㈱
ハ
タ
未
来
デ
ザ
イ
ン
研

究
所
／
幡
鎌
秀
一
・
前
野
中

台
分
会
☎
0
8
0
―
5
5
7

6
―
4
4
7
3
／
有
資
格
者

※
求
人
・
求
職
の
掲
載
の
お

申
し
込
み
は
支
部
事
務
所
☎

0
3
―
3
9
6
3
―
5
3
2

5
ま
で
。

日 程 表
2023年5月

機関会議など

書記局会議2時～（事務所閉まります）

拡大推進委員会

分会長会議・共済審査

2023年6月
機関会議など

中執
書記局会議10時～（事務所閉まります）

共済推進委員会
四役常任執行委員会
執行委員会

書記局会議2時～（事務所閉まります）

組合活動

納入日

日曜行動

訪問行動日
本部報告

訪問行動日

訪問行動日

組合活動
拡大総括会議

発送

住宅デー

女性健診

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

⑧
前立腺がん

1，000円

50歳以上の
土建国保加
入者は無料

⑦
大腸がん

1，000円
40歳以上の
土建国保加
入者
基本に含む

⑥
有機溶剤

（キシレン・
トルエン・
エチルベン
ゼン選択）
1，000円

⑤
じん肺

1，000円

④
骨粗鬆症

2，000円

③
胃がん

（バリウム）

3，000円
50歳以上の
土建国保加
入者
無料

②
胃がん

（カメラ）
平日のみ

8，000円
50歳以上の
土建国保加
入者
3000円

①
基本健診

無料

項目

費用

個人型
2500円

本人のみ

7000円

1200円

4万円
2万円

10万円

1億円
自転車を含め、個人の日常生活で
の賠償事故

家族型
4500円

その他の
家族

4500円

500円

3万円
1万5000円

200万円

2億円

契約者本人
及び配偶者

7000円

1200円

4万円
2万円

300万円

年間掛金

補償対象者

入院
（1日あたり）

通院
（1日あたり）
手術・入院中
手術・外来
死亡・
後遺障害

賠償事故

☆石綿作業主任者講習
7月12日～13日
けんせつプラザ東京
100人※抽選6月9日
5月18日～24日
11，500円

日時
会場
定員
受付
金額

☆建築物石綿含有建材調査者講習
6月27日（火）～28日（水）
けんせつプラザ東京
100人※抽選5月25日
4月3日～5月23日
48，000円

日時
会場
定員
受付
金額

◇平日の健診もご利用ください
（予約が必要です）

※日曜健診は午前のみの受付となります。午後はお申込みできませんのでご注意ください。
※オプション健診は有料です。申込時に費用を組合へ納入下さい。分会経由で納入する場合は
群会議でお支払いください。

7月23日（日）
【申込締切】7月7日（金）
【実施場所】坂下診療所（定員50名）

春
の
凍
霜
害

さ
く
ら
ん
ぼ
・
り
ん
ご

日曜健康診断のご案内

問い合わせ先／東京土建板橋支部 TEL０３-３９６３-５３２５
※日曜健診は予約制です。必ず組合へお申し込みください。

7月16日（日）
【申込締切】6月30日（金）
【実施場所】下赤塚診療所（定員50名）

石
綿
関
連
講
習
ご
案
内

石
綿
関
連
講
習
ご
案
内

石綿事前調査シートのお知らせ
（調査者資格者のみなさんへ）

り
ん
ご

さ
く
ら
ん
ぼ

気になる女性ならではの病気。乳がん・
子宮がん…この機会に受診しましょう
気になる女性ならではの病気。乳がん・
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東京土建で加入しよう
自転車保険
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